
 

富士火山はいつ噴火するのか？ 

 

 富士火山の次の噴火はいつか、それは直前になるまで誰にも予測することはできないと思われます。なぜなら、富

士火山はその地下活動を観測するようになってから一度も噴火しておらず、噴火の予兆現象を捉えたことがないため

比べようがないからです。ただし、一般に噴火の前には火山性微動・深部低周波地震の増大と震源地の上昇、山体の

膨張、山鳴りなどの変化が現われると予見されています。現在までに、最も富士火山の噴火の前兆現象を詳細に記し

てあるものは、宝永の噴火の際に須山村の御師であった土屋伊太夫が残した「富士山宝永噴火事情書」になります。 

 また、宝永の噴火では 49日前の宝永の大地震が関与していた可能性があるとする論文もあり、東海・東南海・南海

地震の三連動型の地震が噴火の引き金となった可能性が示されています。一方でその論文中では東北地方太平洋沖地

震による富士火山への影響はほとんどないとされています（Chesley et al., 2012）。 
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